
役場の窓辺から yakuba no madobe kara

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

し
ず
お
か
こ
ど
も
・
家
庭
相
談

　 
子
育
て
の
不
安
、
家
庭
や
親
子
関
係
の
悩
み

な
ど
、
子
供
や
保
護
者
か
ら
の
相
談
に
相
談
員

が
応
じ
て
い
ま
す
。
匿
名
で
の
相
談
も
可
能
で

す
の
で
、
一
人
で
悩
ま
ず
に
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。 

相
談
窓
口
概
要

　
子
育
て
・
家
庭
・
親
子
関
係
な
ど
の
悩
み
を

気
軽
に
相
談
で
き
る
よ
う
に
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活

用
し
た
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
● 

対
　
　
象
　
静
岡
県
内
に
お
住
ま
い
の

　
　
　
　
　
　
　
子
供
及
び
そ
の
保
護
者
な
ど 

　
● 

相 

談 

日
　
毎
日 

　
● 

相
談
時
間
　
正
午
か
ら
午
後
８
時
ま
で 

　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
相
談
受
付
時
間
外
は
、
電
話
相
談

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

　
● 

子
ど
も
・
家
庭
１
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相
談
時
間 

平 

日：午
前
９
時
〜
午
後
８
時
、

　
　
　
　
　
　 

土・日：午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

　
● 

児
童
相
談
所
専
用
ダ
イ
ヤ
ル 
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１
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６
５
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【
問
】静
岡
県
健
康
福
祉
部
こ
ど
も
未
来
局
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課
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登
録
方
法

　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ

で
読
み
取
り
、「
し
ず
お
か
こ
ど
も
・

家
庭
相
談
」
を
友
だ
ち
追
加
し
て
く

だ
さ
い
。 

こ
ど
も
医
療
費
受
給
者
証
の

更
新
を
行
い
ま
す

　
本
町
で
は
、
お
子
さ
ま
が
病
気
や
け
が
を

し
た
と
き
に
安
心
し
て
治
療
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
、
町
内
に
住
所
が
あ
る
18
歳
（
満
18
歳

に
達
し
た
日
以
降
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
）

ま
で
の
お
子
さ
ま
の
保
険
診
療
の
自
己
負
担

額
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
助
成
は
、
医
療
機
関
の
受
診
時
な
ど

に
窓
口
で
「
健
康
保
険
証
」
と
「
こ
ど
も
医

療
費
受
給
者
証
」
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
窓

口
で
の
支
払
い
な
く
保
険
診
療
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

受
給
者
証
に
は
有
効
期
間
が
あ
り
ま
す

　「
こ
ど
も
医
療
費
受
給
者
証
」
に
は
有
効
期

間
が
あ
り
、
有
効
期
間
は
１
年
間
で
す
。

　
な
お
、
有
効
期
限
は
９
月
30
日
で
す
。

９
月
中
旬
以
降
に
新
し
い
証
を
送
付
し
ま
す

　
新
し
い
「
こ
ど
も
医
療
費
受
給
者
証
」
を

９
月
中
旬
以
降
、
対
象
者
に
直
接
送
付
し
ま
す
。

　
新
し
い
受
給
者
証
が
届
き
ま
し
た
ら
記
載

内
容
を
確
認
し
、
10
月
以
降
は
新
し
い
受
給

者
証
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
有
効
期
限
の
切
れ
た
受
給
者
証
は
、

各
自
の
責
任
で
処
分
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
】健
康
福
祉
課
　
こ
ど
も
支
援
室
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まずは登録！ 

しずおかこども・
家庭相談 
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ふ
ん
尿
を
用
い
た
堆
肥
の

適
正
な
管
理
に
つ
い
て
の

お
知
ら
せ

　
牛
ふ
ん
、
鶏
ふ
ん
な
ど
ふ
ん
尿
を
用
い
た
堆
肥

（
以
下｢

堆
肥｣

と
い
う
）
は
、
適
正
な
管
理
・
使
用

に
努
め
ま
し
ょ
う
。
畑
に
散
布
さ
れ
た
堆
肥
が
野

積
み
の
状
態
で
放
置
さ
れ
た
場
合
、
悪
臭
や
ハ
エ

な
ど
の
害
虫
が
発
生
し
、
近
隣
の
住
民
の
方
に
不

快
感
を
与
え
、
さ
ら
に
は
地
下
水
汚
染
や
河
川
へ

の
流
入
、
道
路
へ
の
流
出
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

堆
肥
の
管
理
方
法

●
堆
肥
は
使
う
分
（
適
正
な
施
肥
量
）
だ
け
畑
に

受
け
入
れ
る
。

●
堆
肥
の
受
入
前
に
搬
入
者
と
調
整
を
し
、
受
入

後
は
す
ぐ
に
す
き
込
む
。

●
す
ぐ
使
う
分
以
上
に
堆
肥
を
受
け
入
れ
る
場
合
、

堆
肥
が
流
出
し
な
い
よ
う
堆
肥
舎
を
設
置
す
る
こ

とや
む
を
得
ず
堆
肥
舎
以
外
（
畑
な
ど
）
で

保
管
す
る
場
合
・
・
・

①
上
下
を
防
水
シ
ー
ト
で
覆
い
、
風
で
飛
ば
さ
れ

な
い
よ
う
し
っ
か
り
と
固
定
す
る
。

②
袋
で
購
入
し
た
場
合
に
も
、
水
に
濡
れ
な
い
よ

う
に
保
管
す
る
。

※

堆
肥
を
道
路
な
ど
に
流
出
さ
せ
な
い
よ
う
十
分

な
注
意
を
払
っ
て
適
切
に
管
理
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
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林
課
　
農
業
振
興
室
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銘
茶
の
産
地
　継
承
の
た
め
に

機
構
関
連
事
業
を
活
用
し
た
下
泉
原
、

西
地
名
の
基
盤
整
備
に
つ
い
て

下
泉
原
、
西
地
名
の
現
状

　
近
年
の
茶
価
の
低
迷
や
担
い
手
の
高
齢
化

な
ど
に
よ
り
、
適
正
な
茶
園
管
理
が
困
難
と

な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
現
状
の
ま
ま
で
は
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加

が
見
込
ま
れ
る
中
で
、
担
い
手
が
借
り
受
け

な
い
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
基
盤
整
備
事
業
を
進
め
、
将
来
、

営
農
を
継
続
で
き
る
生
産
性
の
高
い
茶
園
を

整
備
し
、
農
地
の
集
積
や
集
団
化
を
進
め
、

生
産
コ
ス
ト
の
縮
減
と
農
業
経
営
の
合
理
化

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

【
問
】志
太
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原
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事
務
所
　
農
村
整
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課
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地
域
営
農
ビ
ジ
ョ
ン

　
近
年
、
国
内
リ
ー
フ
茶
需
要

の
低
下
に
よ
り
、
荒
茶
価
格
の

低
迷
が
顕
著
。
こ
う
し
た
現
状

を
打
破
す
る
た
め
、
生
産
性
の

高
い
農
地
を
整
備
し
、
地
域
営

農
の
核
と
な
る
担
い
手
に
集
積
・

集
約
化
を
図
る
。
ま
た
、
現
在

の
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
、

高
収
益
経
営
体
制
に
転
換
し
て

い
く
。

事業スケジュール
（下泉原が西地名に比べ１年早い）

下泉原地区

西地名地区
令和2年度

令和6年度

令和3～5年度

法手続き
測量設計（区画整理設計、測量1式）
換地設計　
工事　区画整理
測量設計1式
補償（区画整理）
換地費　
補完工事（舗装工など）
確定測量
換地処分

令和3年度

令和7年度

令和4～6年度

法手続き
測量設計（区画整理設計、測量1式）
換地設計　
工事　区画整理
測量設計1式
補償（区画整理）
換地費　
補完工事（舗装工など）
確定測量
換地処分

役場の窓辺から yakuba no madobe kara

看護師・介護士
 アルバイトスタッフ
看護師・介護士
 アルバイトスタッフ

募集中!!募集中!!

毎月１回地元に古くから伝わる民話を「語り」紹介します。是非聞きにきてください。

１．開催日時　令和３年４月18日（第三日曜日）　１回目 11：00～／２回目 13：30～
２．開催場所　フォーレなかかわね茶茗舘
３．語 り 手　木村愛子・勝川邦子・澤井初美
　　　　　　（語り手は都合により変更する場合があります。）
� 中川根語り部の会「話楽座」（事務局／薗田はる ☎（56）0374）

毎月１回地元に古くから伝わる民話を「語り」紹介します。是非聞きにきてください。

１．開催日時　令和３年９月19日（第三日曜日）　１回目 11：00～／２回目 13：30～
２．開催場所　フォーレなかかわね茶茗舘
３．語 り 手　中原すま子・奥野恵美子・森井勝代
　　　　　　（語り手は都合により変更する場合があります。）
� 中川根語り部の会「話楽座」（事務局／薗田はる ☎（56）0374）

ここにも、一つの物語。
広報かわねほんちょう 1617


